
(57)【要約】

【課題】マイクロホーン、増幅器、電源電池等を有する

ポケット型の本体とこれに電気コードで接続された受話

器とからなる補聴器において、電気コードが目立つこと

による嫌悪感を除き、かつ補聴器とラジオ受信機、音楽

再生機、語学練習機などのオーディオ機器との併用を可

能にする。

【解決手段】補聴器本体１内のマイクロホーン２より上

方へ導音管４、１２を伸延させ、導音管１２の上端に前

方に拡がった集音器１３を設けると共に、オーディオ機

器に電気コード２３、２３で結合された受話器の音声交

換部２４、２４を導音管１２に結合した。

【選択図】図５
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ イ ク ロ ホ ー ン 、 増 幅 器 及 び 電 源 電 池 が 収 容 さ れ て い る ポ ケ ッ ト 型 の 本 体 と 、 こ の 本 体
に そ れ ぞ れ 電 気 コ ー ド で 接 続 さ れ て い る １ 対 の 耳 栓 型 受 話 器 と 、 出 力 信 号 を 上 記 電 気 コ ー
ド を 経 由 し て 上 記 耳 栓 型 受 話 器 に 供 給 す る オ ー デ ィ オ 機 器 と か ら な る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 は 専 用 の 耳 栓 受 話 器 を 有 し 、 こ れ ら 受 話 器 の 電
気 信 号 を 音 声 に 変 換 す る 変 換 部 が 発 す る 音 声 が 上 記 本 体 の マ イ ク ロ ホ ー ン の 音 声 入 力 部 に
供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、 上 記 本 体 は 上 記 マ イ ク ロ ホ ー ン の 上 方 に 透 孔 を 有 し 、 こ の 透 孔 よ り
上 方 へ 導 音 管 が 伸 延 し 、 こ の 導 音 管 の 上 端 は 前 方 へ 向 っ て 皿 状 に 拡 が っ た 集 音 器 の 中 心 に
開 口 し 、 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 の 受 話 器 の 電 気 信 号 を 音 声 に 変 換 す る 変 換 部 が 上 記 導 音 管 に
結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 上 記 導 音 管 及 び 集 音 器 は 軟 質 ゴ ム 様 弾 性 物 質 で 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 上 記 導 音 管 内 に ス ポ ン ジ 状 吸 音 物 質 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 よ り そ の 受 話 器 へ 向 か う べ き 電 気 コ ー ド が 、 上
記 補 聴 器 の 本 体 よ り 受 話 器 へ 向 っ て い る 電 気 コ ー ド の 中 途 に ミ キ シ ン グ 回 路 に よ っ て 結 合
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に お い て 、 上 記 ミ キ シ ン グ 回 路 は 上 記 補 聴 器 本 体 及 び 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 の 電
気 信 号 が そ れ ぞ れ 与 え ら れ る ポ テ ン シ ョ メ ー タ 式 の 抵 抗 器 を 有 し 、 上 記 受 話 器 へ 向 か う 電
気 コ ー ド が そ の ス ラ イ ダ に 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 、 ６ 及 び ７ に お い て 、 上 記 受 話 器 は 、 上 記 電 気 コ ー ド を 経 て 送 ら れ て 来 た 電 気
信 号 を 音 声 に 変 換 す る 音 声 変 換 部 と 、 こ の 音 声 変 換 部 よ り 耳 腔 内 へ 伸 延 し 音 声 を 導 く 中 心
孔 を 有 す る 導 音 管 と 、 こ の 導 音 管 の 先 端 か ら 周 囲 に き の こ 状 に 拡 が り 周 縁 が 耳 腔 内 壁 に 接
す る 笠 部 と 、 こ の 笠 部 に 設 け た 耳 腔 の 内 外 を 連 通 す る 通 路 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 補
聴 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は マ イ ク ロ ホ ー ン 、 増 幅 器 及 び 電 源 電 池 等 を 有 す る 本 体 と 、 こ の 本 体 に 電 気 コ ー
ド で 接 続 さ れ た １ 対 の 受 話 器 と を 有 す る 補 聴 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 補 聴 器 は 、 マ イ ク ロ ホ ー ン 、 増 幅 器 、 電 源 電 池 等 を 有 し 被 服 の ポ ケ ッ ト 等 に 収 容 さ れ る
本 体 、 及 び こ れ に 電 気 コ ー ド で 接 続 さ れ た １ 対 の 受 話 器 よ り な る ポ ケ ッ ト 型 と 、 耳 殻 の 上
部 に 支 持 し た 本 体 よ り 耳 腔 内 へ 導 音 管 が 伸 延 し て い る 耳 掛 型 と 、 耳 腔 内 へ 挿 入 さ れ た 耳 栓
に 本 体 が 直 接 取 付 け ら れ て い る 耳 栓 型 と に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の う ち 、 耳 掛 型 及 び 耳 栓 型 は 、 電 源 電 池 が 小 容 量 で あ る た め に 頻 繁 に 交 換 を 要 す る こ
と に 加 え て 、 電 池 が 高 価 で そ の 交 換 の 操 作 が 面 倒 で 、 音 量 調 節 操 作 が 難 し く 、 マ イ ク ロ ホ
ー ン か ら 導 音 管 や 耳 栓 の 先 端 ま で の 距 離 が 短 い た め に 、 特 に 難 聴 者 に と っ て 聴 力 の 低 下 が
著 し い 高 い 周 波 数 領 域 で ハ ウ リ ン グ が 起 こ り 易 い 。 ま た 、 す べ て の 型 を 通 じ て 、 補 聴 器 を
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使 用 し て い る と 、 携 帯 型 の ラ ジ オ 受 信 機 、 語 学 練 習 器 な ど の オ ー デ ィ オ 機 器 を 併 用 す る の
が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 対 し て ポ ケ ッ ト 型 の 補 聴 器 は 、 安 価 で 大 容 量 の 電 池 を 使 用 で き る こ と に 加 え て そ
の 交 換 が 容 易 で 、 音 量 調 節 操 作 も 容 易 で 、 マ イ ク ロ ホ ー ン と 受 話 器 と の 距 離 が 大 き い た め
に 、 特 に 高 い 周 波 数 領 域 で の ハ ウ リ ン グ が 起 き に く い 長 所 を 有 し て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の よ う に 経 済 性 、 操 作 性 、 電 気 的 特 性 の 面 で 、 ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 は 他 の ２ 機 種 に 較
べ て 勝 っ て い る が 、 本 体 と 受 話 器 と を 結 ぶ 電 気 コ ー ド が 目 立 つ 。 一 般 に 多 く の 難 聴 者 は 、
補 聴 器 を 使 用 し て い る こ と を 他 人 に 知 ら れ た く な い 心 理 が 強 く 、 そ の た め に 電 気 コ ー ド が
目 立 つ ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 を 嫌 う 傾 向 が 大 き い が 、 本 考 案 は こ の よ う な ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 に
対 す る 嫌 悪 感 を 除 去 し よ う と す る も の で あ る 。 そ し て 更 に 補 聴 器 と オ ー デ ィ オ 機 器 と の 併
用 を 可 能 に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 補 聴 器 は 、 マ イ ク ロ ホ ー ン 、 増 幅 器 及 び 電 源 電 池 等 を 有 す る ポ ケ ッ ト 型 の 本 体
と 、 こ れ に 電 気 コ ー ド で 接 続 さ れ た １ 対 の 受 話 器 と を 有 す る 。 そ し て 、 例 え ば ラ ジ オ 受 信
機 、 音 楽 再 生 機 、 語 学 練 習 器 な ど の 携 帯 型 の オ ー デ ィ オ 機 器 の 出 力 信 号 を 上 記 電 気 コ ー ド
を 経 由 し て 上 記 受 話 器 に 送 り 込 む よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 補 聴 器 と オ ー デ ィ オ 機 器 と の 結 合 形 態 の １ つ は 、 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 の 出 力 信 号 が
供 給 さ れ て い る 受 話 器 の 出 力 音 を 、 上 記 補 聴 器 の マ イ ク ロ ホ ー ン に 導 入 す る 形 態 で あ る 。
こ の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 補 聴 器 の 電 気 回 路 に 全 く 手 を 加 え ず に 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 の 音 声
を 上 記 補 聴 器 の 音 声 に 重 畳 し て 聴 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 結 合 形 態 の 第 ２ は 、 上 記 補 聴 器 の 本 体 か ら そ の 受 話 器 へ 向 か う 電 気 コ ー ド の 中 途 に
、 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 に 出 力 信 号 を 導 入 す る 形 態 で あ る 。 こ の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 電 気 コ
ー ド の オ ー デ ィ オ 機 器 出 力 信 号 の 導 入 箇 所 に 適 当 な ミ キ シ ン グ 回 路 を 挿 入 す る こ と に よ り
、 補 聴 器 と オ ー デ ィ オ 機 器 の い ず れ か 一 方 を 選 択 使 用 す る こ と や 、 片 方 の 耳 で は 専 ら 補 聴
器 の 出 力 音 声 を 聴 取 し 、 他 方 の 耳 で は 上 記 オ ー デ ィ オ 機 器 の 出 力 音 声 を 聴 取 す る こ と も 可
能 に な る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の オ ー デ ィ オ 機 器 付 き 補 聴 器 は 、 外 観 上 は 広 く 使 用 さ れ て い る 通 常 の オ ー デ ィ オ 機
器 と 大 差 が 無 い の で 、 従 来 の ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 を 嫌 う 人 で も 、 嫌 悪 感 を 持 た ず に 使 用 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 補 聴 効 果 と オ ー デ ィ オ 機 器 の 効 果 の 双 方 を 享 受 す る こ と が で き る
。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 に お け る 最 も 望 ま し い 形 態 は 、 次 に 述 べ る 本 体 と 受 話 器 と の 組 み 合 わ
せ で あ る 。 即 ち 、 本 体 は 、 内 部 の マ イ ク ロ ホ ー ン か ら 上 方 へ 柔 軟 性 物 質 か ら な る 導 音 管 が
伸 延 し 、 そ の 上 端 に 椀 状 の 集 音 器 が 設 け ら れ て い る 。 受 話 器 は 、 上 記 本 体 か ら 電 気 コ ー ド
を 経 由 し て 送 ら れ て 来 る 信 号 を 音 声 に 変 換 す る 変 換 部 と 、 こ の 変 換 部 か ら 耳 腔 内 へ 伸 び る
導 音 管 と 、 こ の 導 音 管 の 先 端 開 口 の 周 囲 に き の こ 状 に 拡 が り そ の 周 縁 が 耳 腔 内 壁 に 接 触 し
て い る 笠 部 と か ら な り 、 笠 部 は 耳 腔 の 内 外 を 連 通 す る 音 声 通 路 を 有 し 、 導 音 管 と 笠 部 と は
軟 ら か い ゴ ム 物 質 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 オ ー デ ィ オ 機 器 は 、 そ の 本 体 と 、 こ れ に 電 気 コ ー ド で 接 続 さ れ た 受 話 器 と か ら な り 、 こ
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の 受 話 器 は 本 体 か ら 送 ら れ て 来 る 電 気 信 号 を 音 声 に 変 換 す る 変 換 部 を 有 し て い る 。 そ こ で
、 こ の オ ー デ ィ オ 機 器 の 受 話 器 の 変 換 部 を 上 記 補 聴 器 の マ イ ク ロ ホ ー ン か ら 伸 延 す る 導 音
管 に 結 合 す れ ば 、 全 く 電 気 回 路 に 手 を 加 え る こ と な く 、 補 聴 器 の 音 声 に オ ー デ ィ オ 機 器 の
音 声 を 重 畳 し て 聴 取 で き 、 聴 取 さ れ る オ ー デ ィ オ 機 器 の 音 声 の 音 量 は 、 オ ー デ ィ オ 機 器 本
体 の 音 量 調 節 部 の 操 作 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 オ ー デ ィ オ 機 器 の 受 話 器 へ 向 う 電 気 コ ー ド を 補 聴 器 の 本 体 か ら 受 話 器 へ 向 う 電 気
コ ー ド に 、 適 当 な ミ キ シ ン グ 回 路 に よ っ て 結 合 す る こ と に よ っ て も 、 補 聴 器 及 び オ ー デ ィ
オ 機 器 の 双 方 の 音 声 を 聴 取 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 本 体 で 、 そ の 内 部 に は マ イ ク ロ ホ ー ン ２ 、 増 幅 器
、 電 源 電 池 等 が 収 容 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 １ の マ イ ク ロ ホ ー ン ２ の 上 方 に
は 透 孔 ３ が 設 け ら れ 、 こ れ に 軟 質 シ リ コ ー ン ゴ ム 製 の 第 １ 導 音 管 ４ が 嵌 め ら れ て い る 。 本
体 １ の 上 面 に は 、 こ の ほ か 電 源 ス イ ッ チ の ノ ブ ５ 及 び 音 量 調 節 器 の 操 作 部 ６ が 設 け ら れ て
い る 。 ７ は 本 体 １ の 前 面 に 設 け た 鋼 線 製 の ク リ ッ プ で 、 本 体 １ を ポ ケ ッ ト 等 に 収 納 し た 際
に 脱 出 を 防 ぐ た め の も の で あ り 、 そ の 両 端 ７ ａ 、 ７ ａ は 本 体 １ の 両 側 壁 に 固 定 さ れ て い る
。 ８ は 本 体 １ を 首 か ら 吊 下 げ て 使 用 す る 際 の 吊 紐 で 、 そ の 両 端 は ク リ ッ プ ７ の 両 端 部 ７ ａ
、 ７ ａ に 結 合 さ れ て い る 。 ９ は 受 話 器 １ ０ 、 １ ０ に 向 か う 電 気 コ ー ド １ １ 、 １ １ を 本 体 １
内 の 電 気 回 路 に 結 合 す る た め の プ ラ グ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 導 音 管 ４ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 第 ２ 導 音 管 １ ２ が 挿 入 さ れ 、 第 ２ 導 音 管 １ ２ の 上
端 は 前 方 へ 開 い た 凹 面 を 持 っ た 集 音 器 １ ３ の 背 面 の 膨 大 部 １ ３ ａ に 挿 入 さ れ て い る 。 第 ２
導 音 管 １ ２ の 内 腔 は 、 集 音 器 １ ３ の 前 面 に 設 け た 開 口 １ ４ に 連 通 し て い る 。 １ ５ は 集 音 器
１ ３ の 前 方 に 若 干 の 距 離 を 隔 て て 配 置 し た 遮 風 板 で 、 そ の 背 面 に 設 け た 脚 １ ５ ａ に よ っ て
膨 大 部 １ ３ ａ に 支 持 さ れ て お り 風 が 開 口 １ ４ に 当 っ て 雑 音 を 生 ず る の を 防 ぐ 。 第 １ 導 音 管
４ 及 び 第 ２ 導 音 管 １ ２ の 内 部 に は 、 必 要 に 応 じ 適 量 の ス ポ ン ジ 等 の 多 孔 性 物 質 １ ６ を 充 填
す る こ と に よ り 、 音 質 を 使 用 者 の 好 み に 応 じ て 改 善 し た り 、 聴 取 の 音 量 を 調 節 し た り す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 受 話 器 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 電 気 コ ー ド １ １ を 経 由 し て 送 ら れ て 来 た 電 気 信 号 を 音
声 に 変 換 す る 音 声 変 換 部 １ ７ と 、 こ れ か ら 耳 腔 内 へ 伸 延 す る ア ダ プ タ 取 付 管 １ ７ ａ と 、 こ
の 取 付 管 １ ７ ａ に 基 部 が 篏 合 さ れ る 耳 栓 ア ダ プ タ １ ８ と か ら な る 。 耳 栓 ア ダ プ タ １ ８ は 全
体 が 軟 ら か い シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 さ れ て お り 、 取 付 管 １ ７ ａ の 外 面 に 嵌 合 さ れ る 比 較 的
大 径 の 基 部 １ ８ ａ と 、 次 第 に 径 を 縮 小 し な が ら 更 に 耳 腔 内 へ 伸 延 す る 導 音 管 １ ８ ｂ と 、 導
音 管 １ ８ ｂ の 先 端 か ら き の こ 状 に 拡 が る 笠 部 １ ８ ｃ と か ら な り 、 取 付 管 １ ７ ａ 及 び ア ダ プ
タ 導 音 管 １ ８ ｂ の 中 心 孔 １ ９ は 笠 部 １ ８ ｃ の 中 心 に 開 口 し て い る 。 笠 部 １ ８ ｃ は そ の 外 径
が 耳 腔 の 内 径 に ほ ぼ 等 し く 、 か つ 中 心 孔 １ ９ を 囲 ん で 小 径 の 連 通 孔 ２ ０ 、 ２ ０ ・ ・ ・ が 穿
孔 さ れ て い る 。 従 っ て 耳 腔 内 部 に は 、 中 心 孔 １ ９ か ら 導 入 さ れ る 音 声 の 他 に 、 笠 部 １ ８ ｃ
の 連 通 孔 ２ ０ 、 ２ ０ ・ ・ ・ を 通 っ て 外 来 音 が 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に お い て 、 ２ １ は 例 え ば 音 楽 再 生 機 や ラ ジ オ 受 信 機 の よ う な オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 を
示 す 。 本 体 ２ １ か ら は プ ラ グ ２ ２ 及 び こ れ に 連 な る 電 気 コ ー ド ２ ３ を 経 て 耳 栓 型 受 話 器 の
音 声 変 換 部 ２ ４ 、 ２ ４ に 電 気 信 号 が 送 ら れ て い る 。 こ れ ら の 音 声 変 換 部 ２ ４ 、 ２ ４ は 、 図
５ に 示 す ア ダ プ タ 取 付 管 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ を 有 し 、 こ れ ら の ア ダ プ タ 取 付 管 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ
は 集 音 器 １ ３ の 背 面 の 膨 大 部 １ ３ ａ 内 へ 、 第 ２ 導 音 管 １ ２ の 内 腔 へ 向 け て 挿 入 さ れ て い る
。 こ れ ら の ア ダ プ タ 取 付 管 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ は 、 本 来 は 例 え ば 図 ３ に 示 し た よ う な 耳 栓 ア ダ
プ タ を 支 持 す る た め の も の で あ る 。 な お 、 図 ４ に お け る ２ ５ 、 ２ ５ は オ ー デ ィ オ 機 器 本 体
２ １ を 首 か ら 吊 下 げ る た め の 紐 で 、 そ の 先 端 は 吊 紐 ８ に 合 体 さ れ て い る 。 ま た ２ ６ 、 ２ ６
・ ・ ・ は オ ー デ ィ オ 機 器 ２ １ の 操 作 釦 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 補 聴 器 を 使 用 し な が ら 別 の 音 源 か ら の 音 声 も 同 時 に 聴 取 で き る の で
、 補 聴 器 の 効 用 を 増 す ば か り で な く 、 別 の 音 源 の 電 気 信 号 を ミ キ シ ン グ 回 路 等 で 補 聴 器 の
電 気 信 号 に 重 畳 す る の に 較 べ て 、 補 聴 器 本 体 側 に 殆 ど 手 を 加 え ず に 実 現 で き る 効 果 を 得 る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ に お い て 、 ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 本 体 １ よ り 受 話 器 １ ０ 、 １ ０ へ 向 う 電 気 コ ー ド １ １ 、
１ １ は 、 そ れ ぞ れ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 及 び ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 分 断 さ れ 、 こ の 分 断 箇 所 に そ れ ぞ
れ ミ キ シ ン グ 回 路 ３ ３ 、 ３ ４ が 挿 入 さ れ て い る 。 ミ キ シ ン グ 回 路 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 そ れ ぞ れ
電 気 コ ー ド ３ １ ａ 及 び ３ ２ ａ と オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 ２ １ よ り 伸 び る 電 気 コ ー ド ３ ５ 、 ３ ６
と の 間 に 接 続 さ れ た ポ テ ン シ ョ メ ー タ ３ ７ 、 ３ ８ を な し て お り 、 受 話 器 １ ０ 、 １ ０ へ 向 う
電 気 コ ー ド ３ １ ｂ 、 ３ ２ ｂ は こ れ ら ポ テ ン シ ョ メ ー タ ３ ７ 、 ３ ８ の ス ラ イ ダ ー ３ ９ 、 ４ ０
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 簡 略 化 の た め 電 気 コ ー ド ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 、 ３ ２ ａ 、 ３
３ ２ ｂ 、 ３ ５ 、 ３ ６ は 回 路 の 帰 線 の 記 載 を 省 略 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 の 回 路 に お い て 、 ポ テ ン シ ョ メ ー タ ３ ７ 、 ３ ８ の ス ラ イ ダ ー ３ ９ 、 ４ ０ を そ れ ぞ れ
電 気 コ ー ド ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ が 接 続 さ れ て い る Ｈ 側 へ 移 動 す る と 、 受 話 器 １ ０ 、 １ ０ が 発 す
る 音 声 で は 補 聴 器 本 体 １ か ら の 信 号 が 強 調 さ れ 、 逆 に 電 気 コ ー ド ３ ５ 、 ３ ６ が 接 続 さ れ て
い る Ａ 側 へ 移 動 す る と 受 話 器 １ ０ 、 １ ０ が 発 す る 音 声 で は オ ー デ ィ オ 機 器 か ら の 信 号 が 強
調 さ れ る 。 ま た 、 ポ テ ン シ ョ メ ー タ ３ ７ 、 ３ ８ の ス ラ イ ダ ー ３ ９ 、 ４ ０ の 一 方 を Ｈ 側 に 、
他 方 を Ａ 側 へ 移 動 す る と 、 ス ラ イ ダ ー ３ ９ 、 ４ ０ が Ｈ 側 に あ る 受 話 器 で は 補 聴 器 本 体 １ か
ら の 信 号 が 強 調 さ れ 、 Ａ 側 に あ る 受 話 器 で は オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 ２ １ か ら の 信 号 が 強 調 さ
れ 、 左 右 の 耳 で 別 々 の 音 声 を 聴 取 す る こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 考 案 に よ る と き は 、 多 く の 面 で 長 所 を 有 す る に も 拘 ら ず 、 電 気 コ ー ド が
目 立 つ こ と に よ る 嫌 悪 感 に よ っ て 使 用 が 敬 遠 さ れ て い た ポ ケ ッ ト 型 補 聴 器 に 対 し て 、 一 般
の オ ー デ ィ オ 機 器 を 使 用 し て い る よ う な 外 観 を 与 え る た め 、 嫌 悪 感 を 持 た ず に 使 用 す る こ
と が 可 能 に な る 。 そ し て 補 聴 器 を 使 用 し な が ら ラ ジ オ 放 送 、 音 楽 再 生 、 語 学 練 習 な ど を 楽
し む こ と が 、 同 時 に 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 例 １ の 補 聴 器 の オ ー デ ィ オ 機 器 を 除 い た 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 に 適 し た 受 話 器 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の 補 聴 器 の 受 話 器 を 除 い た 部 分 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 実 施 例 ２ の 電 気 結 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 １ 　 　 補 聴 器 本 体
　 　 ２ 　 　 マ イ ク ロ ホ ン
　 　 ４ 　 　 第 １ 導 音 管
　 　 ５ 　 　 ス イ ッ チ ノ ブ
　 　 ６ 　 　 音 量 調 節 器 操 作 部
　 　 ８ 　 　 吊 紐
　 １ ０ 　 　 受 話 器
　 １ １ 　 　 電 気 コ ー ド
　 １ ２ 　 　 第 ２ 導 音 管
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　 １ ３ 　 　 集 音 器
　 １ ４ 　 　 開 口
　 １ ６ 　 　 多 孔 性 物 質
　 １ ７ 　 　 音 声 変 換 部
　 １ ８ 　 　 耳 栓 ア ダ プ タ
　 １ ８ ｃ 　 笠 部
　 １ ９ 　 　 中 心 孔
　 ２ ０ 　 　 連 通 孔
　 ２ １ 　 　 オ ー デ ィ オ 機 器
　 ２ ３ 　 　 電 気 コ ー ド
　 ２ ４ 　 　 音 声 変 換 部
　 ２ ４ ａ 　 ア ダ プ タ 取 付 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 10日 (2006.11.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ８ 】
　 　 　 　 請 求 項 １ 、 ６ 及 び ７ に お い て 、 上 記 受 話 器 は 、 上
記 電 気 コ ー ド を 経 て 送 ら れ て 来 た 電 気 信 号 を 音 声 に 変 換 す る 音 声 変 換 部 と 、 こ の 音 声 変 換
部 よ り 耳 腔 内 へ 伸 延 し 音 声 を 導 く 中 心 孔 を 有 す る 導 音 管 と 、 こ の 導 音 管 の 先 端 か ら 周 囲 に
き の こ 状 に 拡 が り 周 縁 が 耳 腔 内 壁 に 接 す る 笠 部 と 、 こ の 笠 部 に 設 け た 耳 腔 の 内 外 を 連 通 す
る 通 路 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
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